
■研究活動
Working Group体制（各社メンバー48名で構成）

1st International Affairs Committee
国際第⼀委員会

■活動ポリシー：「楽しく学び、発信する」

（１）活動のコアは、⽶州（⽶国、中南⽶、カナダ）の調査研究
（２）発信先を意識（JIPA会員企業、各国庁、5極庁(制度調和)）
（３）楽しく活動する

■⽶国
WG1：権利活⽤
－「⽶国特許侵害訴訟実務マニュアル」（資料）の改訂
－「⽶国特許法改正(AIA)の概要」（HP資料）の改訂

WG2：権利取得
－「クレーム解釈マニュアル」（資料）の改訂
－「⽶国特許をうまく取得する⽅法」（臨時研修）

WG3：制度調和
－⽇⽶欧中韓の制度調和を⽬的とした単⼀性の分析
－「Restrictionに伴うTraverse/Rejoinの調査」（論説）

WG4：判例、知財戦略
－「112条に関する判決の検討(Nautilus事件)」（論説）

連携 国際政策PJ

五極特許庁

五極ﾕｰｻﾞ団体

■⽶国以外
WG5：中南⽶・カナダ
－「中南⽶諸国・カナダにおける特許制度の留意点」(論説)

パブコメ USPTO

意⾒交換 メキシコ特許庁

■活動成果
・ 外国特許ﾆｭｰｽ執筆：⽶国主要判決分析／「知財管理誌」
・ 論説執筆：研究成果を「知財管理誌」に投稿／掲載
・ 知財協資料発⾏： 「ブラジルの知的財産制度」

「⽶国特許をうまく取得する⽅法」

・ 法改正(AIA)の周知：JIPA HPへの資料掲載、研修講師

寺井 委員⻑（⽇⽴製作所）
堤 委員⻑代理（⽇産⾃動⾞）

ブラジル特許庁



■Working Group活動

【メンバー】 妹尾(協和発酵ﾊﾞｲｵ),池嶌(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ),兼広(持⽥製薬)
岸⽥(ｿﾆｰ),佐保(ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ),清⽔(ｱｽﾞﾋﾞﾙ),野⼝(協和発酵ｷﾘﾝ)
⼭⽻(昭和電⼯),▼丹下副委員⻑(富⼠通ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ)

【項⽬】
・AIA、FRCP改正、重要判例のマニュアルへの反映
・NPEに関する章の新設
・特許無効化に関する章を独⽴させ、記載量を増加

WG１
「⽶国特許侵害訴訟実務マニュアル」の改訂
「⽶国特許法改正(AIA)の概要」の改訂
【狙い】
改正特許法(AIA)、連邦⺠事訴訟規則(FRCP)改正、
重要判例を踏まえた最新実務ノウハウの提供

【項⽬】
・2010年から2014年までの360件の重要判例を分析
・判例分析に基づきクレーム解釈マニュアルを改訂
・マニュアル改訂内容を臨時研修内容にも反映

WG２
「クレーム解釈マニュアル」の改訂
「⽶国特許をうまく取得する⽅法」（臨時研修）
【狙い】
最新判例の分析結果を反映させた、
改訂版クレーム解釈マニュアルおよび臨時研修の提供

【メンバー】 坂本(富⼠通),沖川(⽇⽴⾦属),隈原(富⼠ｾﾞﾛｯｸｽ)
⽊挽(三菱電機),清⽔(ｶﾈｶ),⽩⽔(ｷﾞｶﾞﾌｫﾄﾝ),崔(LINE)
⽻⽮﨑(ｼｬｰﾌﾟ),堀江(ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ),⼭⼝(旭化成),⼭⽥(豊⽥⾃動織機)
渡邉(三菱重⼯),▼岩⽥副委員⻑(ｱｽﾃﾗｽ)

【メンバー】 ⽊下(⽇本発条),淺井(積⽔化学),井⼝(本⽥技研)
今津(ｻﾄｰﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ),⼤脇(富⼠ﾌｲﾙﾑ),⼭⽥(NTTﾃﾞｰﾀ)
本荘(ｶｼｵ計算機),安福(SCREENﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ),▼⼩川副委員⻑(NTT)

【項⽬】
・Nautilus事件以降の判例の分析
・類型別にみる不明確性判断の傾向

WG４
⽶国第112条の不明確性判断に関する調査研究
(Nautilus事件)
【狙い】
Nautilus事件以降の判例を分析することで、
不明確性の判断基準の実態を探る

【狙い】
中南⽶諸国・カナダにおける特許実務に有⽤な情報を
提供する

【メンバー】 廣⽥(ｷﾔﾉﾝ),⽯⽥(三井化学),児⽟(第⼀三共)
津⽥(ダイキン⼯業),仲井(ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ),▼岡本副委員⻑(富⼠重⼯業)

【項⽬】
・中南⽶諸国（ブラジル、メキシコ、アルゼンチン、コロンビア、
チリ）、カナダにおける経済状況・特許出願状況

・上記の中南⽶諸国・カナダにおける特許制度の留意点

WG５
中南⽶諸国・カナダにおける特許制度の留意点

【メンバー】 稲森(住友化学),岩﨑(リコー),⼩川(東芝)
⻲井(⽇本電気),⼩林(京セラ),千⽥⾕(ﾌﾞﾗｻﾞｰ⼯業)
平⽥(ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ),村⽥(三菱ﾚｲﾖﾝ),▼福本副委員⻑(愛三⼯業)

WG３
⽇⽶欧中韓の制度調和を⽬的とした単⼀性の分析
Restrictionに伴うTraverse/Rejoinの調査
【狙い】
包袋から解析する有効なTraverse/Rejoinの⼿法とは

【項⽬】
・With Traverse/Rejoinder申請割合の調査
・出願ﾙｰﾄ別Traverse/Rejoin具体的⼿法の提案

WG1
権利活⽤

WG2
権利取得

WG3
制度調和

WG4
判例、知財戦略

WG5
中南⽶,カナダ

AIA

国際第１委員会ＷＧ活動のイメージ


